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ELUVIATMは、低用量の薬剤を再狭窄が最も起こりやすい時期まで、
持続的にリリースされるよう設計されたDESです。

病変の複雑さに関わらず、
一貫して良好な開存率を示しています。
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ELUVIATM薬剤溶出型ステントの臨床試験データサマリー



2019年10月25日（金）12:30-13:30

宮下 裕介 先生（長野赤十字病院）

曽我 芳光 先生（小倉記念病院）

EluviaTM DESの再狭窄抑制効果とは? ～留置1年後のLate Lumen Loss評価より～

鈴木 健之 先生（済生会中央病院）

エビデンスに基づく適切なデバイス選択 ～DESとDCBの境界線～

鳥居 翔 先生（東海大学）

病理から診るDES/DCBの違い

Luncheon Seminar

Room 8（Peripheral Live会場）

日 時

会 場

座 長

演 者

2019年10月25日（金）13:30-15:30（BSJフォーカスライブのうち10分間）

辻村 卓也 先生（関西労災病院）

血管内視鏡評価によるEluviaTM DESにおける新生内膜被覆度の検討
Flash Presentation

Room 8（Peripheral Live会場）

日 時

会 場

演 者

2019年10月26日（土）14:30-14:45

越田 亮司 先生（豊橋ハートセンター）

Coffee Break Lecture

Room 5
日 時

会 場

座 長

飯田 修 先生（関西労災病院）

How to choose optimal devices in SFA treatment? 
～DESとDCBの境界線とは?～

演 者

多角的なアプローチから検討するDESとDCBの境界線
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